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従来の中世東国史研究では、鎌倉公方を中心とした鎌倉府体制が注目されてきた。

これに対し本書は、室町幕府の東国政策という視点から室町期東国社会をとらえ直し、その焦点を平時・戦時

それぞれの東国の儀礼と秩序、東国における足利氏一族庶子の存在意義、室町幕府・鎌倉府の境界領域な

らびに政治。経済的に競合する地域社会における諸階層の動向にあわせて再検討する。
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鰯 郡 魏 築
武士研究は社会経済史的在地領主制論から国家史的職能論へと変化 し
てきたが、それらをふまえた政治史的論究が求められている。本書で
は、東国武士を武士勢力としてとらえ、京・鎌倉での活動と連動 しな
がら本領で法会・祭礼を主催するなかで政治的支配力を形成している
ことを、具体的に論じる。
レA5判・384頁 /本体 6,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1601-7

室nJ幕府管領施行システムの研究
亀田俊和著
応仁・文明の大乱以前の室町幕府における根幹の制度であり、将軍の
主従制的支配権を強化・促進 し、全国の武士・寺社本所に権益を与え
ることによつて政権基盤の強化に大きな貢献を果たしたと評価できる
管領施行システムの沿革と意義を分析 ,解明する。
レA5判・544頁 /本体 9,800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1675-8

島 詰 逢 界
の 支 配 構 造

    思文闇史学叢書
鎌倉府の歴史的性格を決定づけた武州河越合戦、鎌倉府体制下の相模
守護のあり方、国人層とその関係、奉行人の軌跡、古河公方足利氏を
生み出した東国の内乱=享徳の大乱の諸段階の検討など、室町・戦国
期の政治過程を、更に鰻阿寺文書・正木文書・喜連川家文書・福国家
文書などの関係史料を検討。
レA5判・410頁 /本体 7,800円 (税別)      ISBN牛 7842-055牛 3

細 響
東 国 の 都 市 と 権 力

  思文間史学叢書
東国戦国史の雄である後北条氏に対決した下野の小山氏、下総の結城
・山川氏、常陸の佐竹 ,多賀谷・土岐・岡見氏、武蔵の成田氏などの
諸権力を詳細に分析し、それとの関連で都市 (城下町)の 実態を追求、
併せて当該地域の歴史像を明らかにしている労作。
レA5判・580頁 /本体 10,800円 (税別)     ISBN牛 7842-0855-0

畠峯解
約社会と文書

売買・貸借などの契約関係を題材に、それに関わる契約者双方の文書
作成のあり方を検証、「塵芥集」における法慣習なども援用しながら、
双方向の文書授受とそれにまつわる文書作成が一般的におこなわれて
いた可能性を示す。
レA5判・352頁 /本体 7,500円 (税別)    ISBN978-4-7842-1668-0

公 家 と 武 家 ‖ 隊 」の 七ヒ較 支 明 史 的 考 察
笠谷和比古編
公家 (貴族)と 武家に焦点を合わせた共同研究の第二報告集。「家 (イ
エ)」 の成立と展開を統一テーマに設定し、「家」の形成に公家・武家
という階層が果たした役割を追究する。 日本のみならず広く中国・中
東・西洋の事例も扱い、22篇の論文を収録。さらに家族・親族論の新
たな試みともなっている。
レA5判・530頁 /本体 9,400円 (税別)      ISBN4-7842-1019-9

乙馳姦庸
世政治文化論の射程

筑波大学大学院にて24年間にわたり、中世東国社会史の諸問題に取り
組んだ編者。その指導・学恩を受けた執筆者による、歴史学・思想史
・民俗・生活史など、多岐にわたる研究成果を収録した論文集。
【内容】戦国期における足利将軍家元服儀礼の政治的背景/観音寺所

蔵「那須継図次第」について/前田家御費塔 他
レA5判・344頁 /本体 7.800円 (税別)    ISBN978-4-7842-1620-8

祟纏
訂 南北朝期公武関係史の研究

南北朝期の公家政局の構造、および朝廷と幕府との関係を、豊富な史
料をあげて実証的に読み解き、その後の中世政治史の発展を決定づけ
た、1984年文献出版刊行の名著を増補・改訂して復刊。増補にあたつ
ては、32頁に及ぶ新補注を付し、旧版刊行後に見いだされた基礎デー
タ等を収録。
>A5判・612頁 /本体 9,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1416-7

黒 畢 鯵
回 社 会 と 寺 社 造 営

 思文間史学叢書
寺社の造営事業は、寺社を中心とする経済活動―寺社領経済―の発展
に大きな効果をもたらした。本書は、鎌倉府体制下にあつた室町期の
東国社会に、寺社造営事業と寺社領経済が与えた影響を考察する。「香
取文書」など中世東国の「売券」の長年にわたる分析に基づく成果。
レA5判・356頁/本体 7,000円 (税別)    ISBN978-4-7842-1421-1

※戦国期間東公方の研究
阿部能ス著               思文間史学叢書
関東府の長である関東公方権力の戦国期から江戸期初頭にかけての諸
問題の解明に取り組む。公方発給文書の様式変化にみる権力構造の実
態、鶴阿人幡宮・錢阿寺や禅宗 。一向宗などの寺社勢力との関係、関
東公方家の後裔である喜連川家の幕藩体制下の位置、さらに武家故実
書『鎌倉年中行事』の成立背景を探る。
>A5判・320頁 /本体 5,700円 (税別)      ISBN牛 7842-1285-X

※績中世東国の支配構造
佐藤博信著               JTl文 間史学叢書
南北朝期から戦国期における東国の権力構造の諸問題を多方面から明
かした論考18篇 を収める。関東足利 。上杉両氏の動向を中心に、内乱、
家臣団をめぐる諸相、都市・寺社論。さらには下総光福寺文書・鰻阿
寺文書・常陸宍戸家文書・扇谷上杉朝良文書・上総大野家文書などの
史料論にもおよぶ論集。

"A5判

・358頁/本体 7,800円 (税別)      ISBN牛 7842-0916-6

※室nJ・ 戦回期研究を読みなおす
中世後期研究会編
p7Hま える、拓く――若手研究者が提示する研究の過去 。現在・未来。
【内容】南北朝・室町期における公家と武家/室町殿の朝廷支配と伝

奏論/南北朝期の守護論をめぐって/室町幕府による都郡の権力編成
/戦国期政治権力論の展開と課題/中世後期の在地領主研究/習俗論
としての社会史/も のはもどるのか―中世の融通と徳政 他
>A5判 ・408頁 /本体4,600円 (税別)    ISBN978-4-7842-137卜 9

中世京都の空間構造と礼節体系
桃崎有一郎著
貴人と牛車ですれ違 う場合の正しい作法は?参内するときはどこで
牛車を降りればよいのか ?中 世の京都で実践された礼節体系の考察を
通じて、中世京都の空間構造を明らかにし、室町殿権力の形成・展開
過程をも論ずる。
レA5判・584頁 /本体 7.200円 (税別)    ISBN978-4-7842-1502-7

公 家 と 武 家 IV官 僚 制 と封 建制 の Lt較文 明 史 的考察
笠谷和比古編
国際日本文化研究センターで行われた公家 (貴族)と武家に焦点を合
わせた共同研究シリーズ最終回。武士層が成長した地域と、文官支配
が優越 した地域との差異に着目。その歴史的な意味を多角的に検討 し
た論集。
レA5判・544頁 /本体 8.500円 (税別)    ISBN978-牛 7842司 389-4

中世日本の政治と文化
森茂暁箸                思文間史学叢書
鎌倉時代から室町時代にかけて、現存している古文書や、政治と深く
関わつた宗教者から、「中世日本」とはどのような時代だつたのかを
ひもとき、さらに『増鏡』や『太平記』、「博多日記」という記録史料
など、文芸作品からのアプローチをも試みる。中世の政治と文化を総
合的に明らかにした論考15篇 を収録。
レA5判・480頁 /本体 9,000円 (税別)      ISBN牛 7842-1324-4

※中世寺院社会の研究
下坂會箸                思文間史学叢書
中世社会における影響力の大きさにもかかわらず、その活動を総体と
して把握 しようとする試みがほとんど行なわれてこなかった比叡山延
暦寺を主たる対象とする。惣寺―僧侶たちによる合議―を基礎単位と
した中世寺院の広がりを寺院社会として捉え、その歴史的な意味を考
察し、中世社会の本質を探る。
レA5判・598頁 /本体 9,800円 (税別)      ISBN4-7842-1091引

インタビュー・エ ッセイや新刊情報を掲載 した広報誌
電話・ fax・ Eメ ールでお申 し込み下 さい。※印の書宋

『鴨東通信』を年4回無料でお送りしています。
は外函・カバーに汚れ・傷みがございます。


